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ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
制
作
の
長
編
ア
ニ
メ
映

画『
魔
女
の
宅
急
便
』の
原
作
者
・
角か
ど

野の

栄え
い

子こ

さ
ん
が
館
長
を
つ
と
め
る「
魔
法
の
文
学
館
」

が
、
東
京
都
江
戸
川
区
に
オ
ー
プ
ン
。
角
野

さ
ん
と
い
え
ば
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
個
性

的
な
眼
鏡
と
カ
ラ
フ
ル
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

何
よ
り
ご
本
人
の
キ
ュ
ー
ト
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
人
気
で
す
。

　
江
戸
川
区
は
、
角
野
さ
ん
が
幼
少
期
か
ら

20
代
前
半
ま
で
を
過
ご
し
た
思
い
出
の
地
。

旧
江
戸
川
を
一
望
で
き
る
、
小
高
い
丘
の
上

に
建
て
ら
れ
た
文
学
館
は
、
世
界
的
に
有
名

な
建
築
家
・
隈
研
吾
さ
ん
の
設
計
で
す
。
丘

を
削
る
こ
と
な
く
、
傾
斜
を
そ
の
ま
ま
生
か

し
、
周
辺
の
自
然
と
調
和
さ
せ
た
デ
ザ
イ
ン

は
隈
さ
ん
な
ら
で
は
。
こ
の
丘
は「
展
望
の

丘
テ
ラ
ス
」と
よ
ば
れ
、
借
り
た
本
を
持
ち

出
し＂
木
陰
で
読
書
＂な
ん
て
、
優
雅
な
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
建
物
の
中
は
、
外
の
丘
と
そ
の
ま
ま
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
な
独
特
の
デ
ザ
イ
ン
。
壁

や
天
井
、
書
棚
な
ど
は
角
野
さ
ん
の
テ
ー
マ

カ
ラ
ー
で
あ
る「
い
ち
ご
色
」で
統
一
さ
れ
、

童
心
に
返
っ
た
よ
う
に
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
よ
く
見
る
と「
い
ち
ご
色
」に
は
3

色
あ
り
、
時
間
帯
や
太
陽
の
光
の
差

し
込
み
具
合
に
よ
っ
て
は
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
に
も
な
る
、
な
ん
と
も

魅
力
的
な
色
で
し
た
。

　
1
階
は
、『
魔
女
の
宅
急
便
』に
登

場
す
る「
コ
リ
コ
の
町
」を
イ
メ
ー

ジ
し
た
世
界
。
主
人
公
の
キ
キ
と
黒
猫
の
ジ

ジ
以
外
に
も
、
角
野
さ
ん
が
生
ん
だ
様
々
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
で
出
迎
え
、
本
の
世
界
へ
と
誘
っ
て

く
れ
ま
す
。

　
2
階
に
も
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
続
き
、
座
っ

た
り
、
寝
転
ん
だ
り
、
隠
れ
家
の
よ
う
な
ス

ペ
ー
ス
で
、
テ
ラ
ス
で
…
…
、
ど
こ
で
何
を

読
む
の
も
自
由
。
児
童
書
を
中
心
に
、
大
人

向
け
の
本
も
あ
り
ま
す
の
で
、
親
子
一
緒
に

読
書
を
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
だ
本
を
読
め
な
い
小
さ
な
子
ど

も
も
退
屈
し
な
い
よ
う
、
館
内
に
は
様
々
な

仕
掛
け
が
あ
る
ほ
か
、
角
野
さ
ん
の
ア
ト
リ

エ
を
再
現
し
た
エ
リ
ア
、
人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
登
場
す
る「
黒
猫
シ
ア
タ
ー
」、
企
画

展
な
ど
読
書
以
外
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
た
く
さ

ん
。
カ
フ
ェ
の
メ
ニ
ュ
ー
や
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
の
か
わ
い
さ
に
も
胸
が
ト
キ
メ
キ
ま

し
た
。
角
野
作
品
の
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
、

「
い
ち
ご
色
」の
世
界

に
元
気
を
も
ら
え
る

こ
と
間
違
い
な
し
！ 

ぜ
ひ
、
訪
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。

魔法の文学館（江戸川区角野栄子児童文学館）
※営業時間、アクセスなどの詳細は、2ページをご参照ください。

ミニ・ニュース
当コーナーのイラストを担当
している安彦麻理絵さんは、
漫画家でエッセイスト。
突然押し寄せてきた更年期
体験を赤裸々に描いた『生
理終了！ と思ったら。更年期
メンタル、私なりの付き合
い 方 』（ 竹 書 房・1,430円
税込）が８月８日に出版され
ます。今や男性も更年期に
苦しむ時代。50代前後の
皆様におすすめです。

月中旬のこと。会社帰りのバスの窓を、素早
く横切る物体が！ 「なんだろう」と外を見ると、

バス通り沿いに５軒立ち並ぶ分譲住宅の右から２軒目
の玄関わきの車庫に、ツバメの巣を発見した。巣に
は、４羽の子ツバメが元気に大きく口を開けている。
横切ったのはえさを捜しに行った親ツバメ。久しぶり
に見る光景だった。
　車庫の車は撤去され、巣の下や車庫の入り口には
ロープが張りめぐらされていた。家人が、カラスな
どの外敵から巣を守るために、張ったに違いない。
そして、巣の真下の床には、子ツバメたちの白い糞
が大量に落ちていた。
　子どもの頃、近所にツバメの巣があるおばあちゃ
んの家があった。「ツバメは、巣をつくる家の人がい
い人かどうか判断するんだよ。どうやら私は合格した
らしい」と教えてもらった記憶がある。
　ツバメが巣をつくる家は縁起がいい、幸運が訪れ
るという言い伝えがあるのは、ツバメが外敵から身を
守るために、人のそばに巣をつくることにある。カラ
スなどは人を怖がることから、人の気配がある、風
通しの良い爽やかな環境で、巣を壊さないやさしい

人がいる場所、そんな家に巣をつくるらしい。
　そういえば先月、JR鎌倉駅の改札の上にある煙
感知器にツバメが巣をつくったことから、８列ある改
札のうち巣の真下にある１列を閉鎖。「巣立つまで
温かく見守って下さい」と乗降客に呼びかけている
新聞記事を読んだ。閉鎖した改札前にはコーンが
置かれ、『ツバメ子育て中（Swallows are raising 
children）』と書かれた日本語と英語の張り紙が。イ
ンバウンドなどの観光客で賑わう鎌倉駅の粋な計らい
として、心温まる話題となった。
　ツバメの巣を発見してから数週間後、巣に子ども
たちの姿が見えなくなった。無事に巣立ってくれたら
しい。車庫のロープは撤去され、車がとめられてい
たが、おわん型の巣はそのまま残されていた。再び
の訪問（南の国から飛来する渡り鳥のツバメは、元の
巣に戻って来ることも多い）を待っている様子が伺わ
れ、心がほんわか温かくなった。
　ツバメに選ばれし〇〇家の皆様、ご苦労様でした。
そして、ありがとう。
　さて、我が家にツバメの巣がつくられる日は訪れる
だろうか。

は え ぬ きは え ぬ き ど 真 ん 中ど 真 ん 中

ツ バ メ に 信 頼 さ れ た 家
６

イラスト：安彦麻理絵［あびこまりえ］文：山橋由貴子［やまはしゆきこ］（公社）「小さな親切」運動本部専務理事兼事務局長

のん
ち
ゃ
ん
の
お
出
か
け
記

「いちご色」の世界が広がる
大人も楽しめる文学館

館長の角野栄子さん

芝生の上で読書もできる丘の上の文学館


